
 

平成 24 年度各地区協会活動状況報告 

 

 

関東甲信越地区（筑波大学） 

 

１ 会議 

（１）関東甲信越地区国立大学図書館協会総会 

  平成２５年４月１９日（金） 当番館：総合研究大学院大学 

１）第６０回国立大学図書館協会総会への準備事項等について 

1． 平成２５年度地区理事館の選出 

2． 第６０回総会のワークショップで取り扱うテーマについて 

3． 平成２４年度地区協会活動状況報告 

 ２）フレッシュ・パーソン・セミナーの実施について 

  ３）国立大学図書館協会総会のあり方について 

 

（２）第４５回関東甲信越地区国立大学図書館協会事務（部・課）長会議 

  平成２４年１２月７日（金） 当番館：茨城大学 

１）マネジメント・セミナーのあり方について 

２）会則等について 

  ３）SCOAP3について 

  ４）学位規則改正案について 

 

２ 研修 

（１）平成２４年度関東甲信越地区大学図書館職員セミナー 

 （＊第 46 回関東甲信越地区国立大学図書館職員研修会を兼ねる） 

  平成２４年１１月２８日（水） 当番館：信州大学 

   参加者：       19 機関 65 名 

  （内、地区加盟館等は 12 機関 58 名の参加） 

   テーマ：電子書籍時代の学習支援・教育支援を考える-図書館と電子書籍- 

   講演「専門書出版社から見た電子書籍時代の大学図書館への期待」 

        鈴木道典（株式会社有斐閣取締役 電子メディア開発室長） 

   講演「電子書籍サービスの現状と，学術図書」 

         牛口順二（株式会社紀伊國屋書店 eコマース事業本部理事） 

講演「デジタル教科書の動向と新たな学び」 

東原義訓（信州大学教育学部教授） 

   講演「人間はデジタル環境によって賢くなる」 

        島田英昭（信州大学教育学部准教授） 

   ワークショップ「大学生用デジタル教科書に触れる」 



 

 

     閉会後、懇親会 

      ＊なお、本研修は国立大学図書館協会地区事業助成を得て開催した。 

 

 


